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学位論文の要約 
























では，脳画像解析ソフトウエアである FSL や FreeSurfer を用いて自動的に側坐核を抽出
し，その容積を測定した．また，FSLを用いて側坐核の形態変化の群間比較を行い，側坐核
内のどの領域に形態変化が認められるのかを評価した．不安の定量的評価に関しては The 












割を担っていることが明らかになっている(Ramirez, Moscarello, LeDoux, & Sears, 2015; 
Soares-Cunha et al., 2018)．側坐核と扁桃体基底外側核の間の神経回路は恐怖関連記憶の
増強や消去，回避行動に関係していると報告されている(Ramirez et al., 2015; Soares-









Montag, Melchers, Weber, & Reuter, 2016)．パニック症の患者は，より高い特性不安を有
すると報告されており，これは患者の生来の体質と幼少期の生育環境に影響を受けると考





















り，青色領域は形態変化を示さなかった領域を表している．図 1 の a)および c)は左右側坐
核の側面図，b)は両側側坐核の前方からの図である．この 3D-イメージは，3D slicerを使用
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